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〔7〕 農 委 会 報 丼 虐 平成 19年 6月 8日

平成19年度 新庄市農作業基準賃金表

1.動力の部

耕 起 5J口00円 10a当たり 田、転作田、畑

代  か  き 日]ロロロ

田植え《側条》 5,5ロ ロ《G,5ロロ》 苗は含まず 《肥料含まず》

防 除

液 2gロロロ 作業補助員を含ぬ

薬剤は含まず粉 Gロロ

バイ ンダ ー 日Jロロロ 結東組を含あ

ハ ー ベ ス タ 日.5ロ ロ

コ ン バ イ ン 16,ロロロ 運搬含ぬ

睦  塗  り 5ロ lm当 たり

生 籾 乾 燥 1,ヨロロ 60kg当 たり 12時間以上は 1時間増すごとに100円加算

仕 上 げ 乾 燥 65ロ 水分 18%以下

籾 す り Gフロ

草 1,ヨ ロロ 1時間当たり 燃料含む

2.人力の部 (8時間当たり)

一 般 農 作 業 7J20口 円 1時間当たり  900円

オペレーター 11,ロロロ 1時間当たり 1,375円

育 苗 (1箱当た り)

※動力の作業料金は、整理地を基準とし、未整理地は10%～30%

増しとする。

※農協等の共同利用組合は除<。

※耕地の遠近、作業の難易度等の特殊事情については、両者の話

合いにより決定する。

※食事なしとする。

※動力の作業料金は、オペレーターを含ぬ料金とする。

稚 田 日ロロ円 育苗日数 20日 ～ 25日

中 田 日5ロ 育苗日数 30日 ～40日
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平
成
十
九
年
度
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
の
冬
は
十
九
年
振
り
と
云

わ
れ
る
少
雪
暖
冬
と
い
う
事
で
農
業
に
お
き
ま
し
て
も

心
配
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
が
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現
在
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と
こ
ろ
、
春

農
作
業
も
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に
推
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し
て
お
り
、
自
然
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が
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進
ん
で
＜
れ
れ
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と
思
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て
い
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り
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す
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農
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＜
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Ｗ
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携
協
定
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定
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迫
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急
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れ
て
来
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り
ま
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。
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し
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お
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て
、
今
年
度
か
ら
は
、
新
た
に

）
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営
所
得
安
定
対
策
と
し
て
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横
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取
り
組
み
や
農
業
の
多
面
的
機
能
を
活
用
し
た
農

地

・
水

・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
事
業
も
は
じ
ま
り
ま
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。
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し
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築
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と
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て
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っ
て
参
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す
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＜
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げ
ま
す
。
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）
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ま
し
た
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域
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と
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と
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ま
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で
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＜
お
願
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致
し
ま
す
。

金合金金金



平成 19年 6月 8日 農 委 会 報 鶉 庄 〔4〕

1新庄市農業委員会委員名簿

役 職 名 氏  名 地区名 調査班 選出区分

長 曰
生 下西山 新 庄 公 選

会長職務代理者 斉 藤 純 ― 本合海 八  向

新庄地区調査班長 三 原 常 男 」ヽ 泉 新 庄

稲舟地区調査班長 長 澤 貢治郎 福  田 稲 舟

萩野地区調査班長 安 食 孝 ― 萩 野 萩 野

八向地区調査班長 佐 藤 利 美 升 形 八  向

委 ］員 高 橋 和 彦 梨ノ木 新 庄

委 員 佐 藤 喜代志 飛  田

委 一貝 小 倉   豊 荒小屋

委 一貝 三 原 優 ― 中川原

委 一員 齋 藤 順 ― 大福田

委 一貝 栗 田 松 勇 宮 内 選任 (改良区)

委 一貝 武 田 廣 ― 月 岡 〃 (農 協)

委 貝 宮 川   純 飛  田 ″ (共 済)

委 員 伊 藤 浩 榮 柏木山 稲 舟 公 選

委 員 吉 野 昭 男 烏 越

委 員 高 橋   員 角 沢

委 貝 遠 藤 敏 信 鳥 越 選任 (議 会)

委 貝 井 上 勝 榮 泉  田 萩 野 公 選

委 貝 /」  ヽ 嶋  忠  昭 黒 沢

委 貝 畠 腹 銀 蔵 土  内

委 員 樋 □ 彦 弥 0召  不□

委 貝 加 藤 久 雄 泉  田 選任 (農 協)

委 貝 沼 澤 正 和 長 坂 八  向 公 選

24名 (公選委員 19名、選任委員 5名 )

平成19年 4月 3日 現在

1事務局職員名簿
平成19年 4月 1日現在

大 場 喜代孝

～ ～
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平成 19年 4月～

班 別 名氏 名字/」 ヽ当担

新

庄

齋 藤 順 ―
常葉町 清水川 沖 吉袋 中関屋 関屋 宮ノ次郎 舌L場堂 御茶屋山 大福裏 山崎山

下山屋 薬師下 薬師山 西ノ山 山屋 陣ヶ森山 堤沢 堤沢山 赤坂山 石塚 大森山

大森沢 吹越山 水上山 石立山 大清水 万場町 住吉町 沖の町 本町 大町

三 原 常 男

下小月野 桂IE 上小月野 一本柳 月岡 狐壇 後生橋 四ツ枠 中山 中山道 中山野村西

中山野 六軒家 上 トウメキ トウメキ 梅ヶ崎 中道 鹿野小場 中泉 大正 大和 前表面

前泉 堤沢 小泉新田 カラカワ端 備場 小泉 沢□ 柴草山 桧葉沢 大清水 稲荷前

矢筈

小 倉   豊
谷地小屋東 下谷地小屋 上八幡原 八幡原 太田西 大桧室 大道西 荒小屋 太田 萩野明

沼田町 中道町 荒小屋裏 柳原 高壇

佐 藤 喜代志
中峯山 蛇塚楯ノ沢 蛇塚 下モ上野 上野 稲荷山 上野山 盃山 上ミ上野 狐楯 飛田

新田 備前川 差首野川 大場屋敷 熊ノ堂 前田 野崎 上野飛田 城南町 宮内 宮内町

下モ田 安達前 元宮内 千門町 新町 栄町 下EB町

高 橋 禾□ 彦
多門町 若葉町 鉄砲町 上金沢町 下金沢町 末広町 中村 山□道下 六道上 元屋敷

谷地田 金沢山 東谷地田町 南沢 前野 北沢 梨ノ本 金沢町

三 原 優 ―
鬼首山 苗代沢 中峯 松長嶺 中谷地 大沢 狐山 八幡裏 立泉川 泉川端 冷水川

郡中山 一本杉 野中村北 野中 堤下 中川原 中向野 下向野 泉田堺 向野 玉林

中川原裏 家ノ前 猫屋敷 悪土

星 川   豊

冷水沢 真室道 下原 滝ノ倉 滝ノ倉前 泉川 谷地小屋 谷地小屋南 谷地小屋前 山崎

上山崎前 上山崎 右京屋敷 桂岳寺山 愛宕裏山 愛宕山 源治山 上の台 堤沢 二の台

下山崎 西山 稲子沢 早坂 反田 小桧室 差首野川 石川町 西高谷 栗明 前山 沼田

堀端町 城西町 大手町 小田島 小田島町 北町

稲

舟

長 澤 貢治郎

海藤楯 高田 仁間 仁間浦 金沢境 一本柳 家ノ浦 松本 中島 四ツ屋 東野 向野

野際外久保 東浦 北浦 金沢浦 大道端 松枝 叶壇 福田 石橋 阿弥陀堂 八幡原

三ツ森下 福田山 沢の内 裏新田 一本柳

吉 野 昭 男

本宮後 本宮前 下飯田 舟田 岩本 向平 南沢 外南沢 角沢境 南沢山神沢 熊ノ沢

駒場 新町後 玉ノ本 橋向 栗田 東浦 熊ノ堂 大欠 高橋 楯山 市野々 権現堂 転坂

家ノ下 八幡沢 堤沢 沼ノ沢 水上 八幡沢水上 一本松

伊 藤 浩 榮 家ノ前 大森沢 小角沢 二又 沢□ 山崎 北ノ沢 柏木山□

高 橋   員
磯 ノ沢 虫森 東虫森 宮田 上宮田 狐森 羽場 仁間 本楯 脇ノ田 堺 小角沢 内野

内野下 中島 清水 清水下 谷地前 大谷地 大沢 楯 楯腕平 平林 林沢 沼ノ沢

小寺沢 長沢 柴倉 南野 戸沢 芦沢山 清水芦原山 飛ヶ沢 芦原 腕平

一秋

野

樋 □ 彦 弥 昭和 横根山 赤坂 村下 坂下 中ノ沢 沢□ 前坂 赤坂西 塩野

安 食 孝 ―
萩野 石動前 反田 大以良川 楯ノ沢 水上 上野 仁田山下 大石 小倉 小以良川

金山道 小倉山 虫野

畠 腹 銀 蔵
二枚橋 土内 黒岩 朴沢日 本卜沢下 仁田山上 仁田山 赤坂東 堤頭 堤下 山神前

甚次郎沢 0■出 菅谷地 黒岩原 朴沢

小 嶋 思 昭 黒沢 指野 中嶋 吉沢  リウカイ 大昭 三川田 横堰下 杢蔵 黒沢前 黒沢下 往還東

井 上 勝 榮

上村西 下村西 村東 大沢 上境 下境 柳ノ内 泉田 西猫屋敷裏 下柏原 上ノ台 西野

西山中 横根山下 旦那山 下大沢 上大沢 前横根山 大沢西横根山 中川原 西屋敷裏

高台新田

上記の外の泉田 4、 泉田 5、 泉田 6地区

関東 田向 指田下 l旨田 指田西 関西 野々村下 四ツ屋 田尻 喜助川原 上東屋敷裏

猫屋敷 下東屋敷裏 五升橋 指田東 向田の外泉田 1、 泉田 2、 泉田 3地区

八
　
向

斉 藤 純 一
本含海 自姓寺 上野 中ノロ 鶴巻 山崎 八幡 八向 元畑 島田 大坪 吉原前 吉原

幸地 野々田 畑 臼ヶ沢 鶴ノ子 大脇 蟹子沢 吉原山 矢筈沢

佐 藤 利 美 大字升形全域

沼 澤 正 和
福宮  トコロ沢 屋敷田 宮野 丸森 葉ノ岡 下福宮 京ヶ坂 三泰ヶ森 清水端 大谷地

前坂 福田堺 丸森山 長坂
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平成19年度 新庄市標準小作料 |

標準小作料は、貸し手、借り手の方が適正なフ」Ч乍料を設定するための目安となるように設定して

いるものです。農地の貸借を行う場合の]可乍料は、下記金額を標準にしてあ<ま でも貸し手、借り

手の合意により決められます。

なお、契約途中での小作料の変更も可能ですので、両者で十分話し合って決めて<ださい。

この標準4Ч乍料は平成 17年度より3年間適用され、平成20年度からは改訂される予定となつてい

ます。

区分 等級区分 10a当 たり収量 整 理 田 未 整 理 田 備 者

田

1等 級 Gロロ kg 2=,00口 円 17,ロロロ円
(ほ場整備の取扱い)

土地改良事業は、土地そのものに

力□えられた改良投資であり、効果は

長期間に及びますので生産費に構成

するものではありません。

従つて土地改良の費用は賃貸人 (地

主)が負担し、水利費及び運営費は

小作人が負担するのが原則ですが、

よ<協議して決定して下さい。

2等 級 57●
=口

J●0ロ 15,ロロロ

3等 級 54ロ 1日 ,ロロロ 15,ロロロ

4等 級 51ロ 17,ロロロ 14]ロロロ

5等 級 48ロ 16=ロロロ 1ヨ,0ロロ

普  通  畑 日,000円

桑 地 日,ロロロ円

草 地 ヨ]ロロロ円

※小作料は金納又は物納でも行えます。このことについて問い合わせなどありましたら農業委員

会までご連絡<ださい。

田の各等級 適応川又量 (どれを基準とするかは農業共済組合の31受反収を参考に両者で協議して下さい)

基準収量はg/10a) 適応収量範囲よg/10a)

1等 級 日ロロ 5日 5～

2等 級 57● 555～ 5日5

3等 級 54ロ 525～ 555

4等 級 51ロ 4ヨ5～ 5日5

5等 級 4日ロ ～4ヨ5

安心貸 し借 り

活き活き農業

《
農
地
銀
行
か
ら
お
知
ら
せ
》

窓 ロ
晨業委員会(晨地銀行本店)

又は、」A各支店ヘ

-
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平成19年度 新庄市農作業基準賃金表

1.動力の部

耕 起 5,000円 10a当た り 田、転作田、畑

代 か き 日Jロロロ

田植え《側条》 5,5ロロ《日,5ロロ》 苗は含まず 《肥料含まず》

防 除

液 2,ロロロ 作業補助員を含あ

薬剤は含まず粉 Gロロ

バ イ ン ダ ー 日Jロロロ 結束組を含む

ハ ー ベ ス タ 日,5ロロ

コ ン バ イ ン 1日 ,ロロロ 運搬含心

畦  塗  り 5ロ lm当たり

生 籾 乾 燥 lJヨ ロロ 60kg当 た |」 120寺間以上は 1時間増すごとに100円加算

仕 上 げ 乾 燥 日50 水分18%以下

籾 す り 日フロ

草 X」 1,ヨ ロロ 1時間当たり 燃料含ぬ

2.人力の部 (8時間当た り)

3. 育 苗 (1箱当た り)

※動力の作業料金は、整理地を基準とし、未整理地は10%～30%

増しとする。

※農協等の共同利用組合は除<。

※耕地の遠近、作業の難易度等の特殊事情については、両者の話

合いにより決定する。

※食事なしとする。

※動力の作業料金は、オペレーターを含ぬ料金とする。

一 般 農 作 業 7,2● 0円 1時間当たり  900円

オペレーター 11,ロロロ 1時間当たり 1,375円

稚 田 日ロロ円 育苗日数 20日 ～ 25日

中 田 日5ロ 育苗日数 30日 ～40日



平成 19年 6月 8日 農 委 会 報 鶉 庄

65歳の農業者の方の平均余命は
男性19年 (84歳 )、 女性24年 (89歳 )

老後はお金の心配をせずに暮らしたいものです。その間、
予測不可能な経済変動があり、思わ

“

ケガや病気もあります。

こんなにかかる老後生活
(年額317万円(現金支出272万円))

高齢農家世帯 (世帯主が65歳以上の夫婦 2人)の家計費は

月額26万 4手 円です。(平成15年農林水産省農業経営Ell向 統計)

国民年金の支給額 (年額158万 円)

農業者の皆さんが力0入 している国民年金の支給額は、40年

10入 で月額約6万 6千円、夫婦あわせて月額約13万 2干円です。

※65歳までの付利利率は30%、 65歳以降の予定利率は 160%で計算 していますが、運用成績により年金額は違つてきます。

※「年金受給総額」欄は農業者年金力日入者の65歳 での平均余命を考慮 し、男843歳 、女892歳 まで生存 した場合の年金受取総額です。

※男女の年金額 (年額)が異なるのは、平均余命に差があるためです。

農業者の皆さん

老後生活の備えは

十分ですか ?

全国農業新聞は農業者年金、税金、農
業経営など、的確な情報を提供する農業
専門紙です。

・毎週金曜日発行
・自宅へ直送
・1ケ月の購読料は600円
・申し込みは農業委員会ヘ

受給者の方に 5月末頃農業者年金

基金から送付されます。

6月末まで農業委員会に提出して

<ださい。

最初の現況届の方は諸名義変更の確認を
忘れずに行つてください

農 業 者 年 金 支 給 額 の 試 算 (保険料月額 2万円で、保険料補助を受ける場合)(金額:万円)

力□八年齢 納付期間
保険料納付総額

1生  B」
年金額
(年額)

端
額

咤
総不 人 負 担 分 国 厚 助 成 額 含 。l額

50歳 10年 168 男 370

女

40歳 20年 480 男 854
む 383 926

30歳 30年 588 132 720
男 788 1,522

1.643な

20歳 40年 744 960
男

女

1259 2,430

1079 2,612

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員

中
川
　
久
男

（吉
沢
）

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
山
形
中
央

農
業
共
済
組
合
の
推
薦
に
よ
り
、
六

年
間
に
渡
り
、
地
域
農
業
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
。
長
い

間
本
当
に
御
苦
労
様
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
後
輩
の
指

導
を
宣
じ
＜
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


